
資料1

1．整備目的

2．事業場所

　　延岡市　北川町　曽立地区

３．浸水被害状況

　曽立地区における浸水被害の発生状況は下表の通りです。

被 災 年 床上浸水 床下浸水 浸水戸計
最大浸水深

郵便局前道路 備 考

平成9年 台風19号 280㎜ /12hr 53戸 3戸 56戸 2.7m 注1)

平成16年 台風23号 227㎜ /12hr 32戸 10戸 42戸 2.8m 注2)

平成17年 台風14号 192㎜ /12hr 13戸 9戸 22戸 1.9m

平成28年 台風16号 417㎜ /12hr 13戸 4戸 17戸 2.2m

平成29年 台風18号 265㎜ /12hr 24戸 4戸 28戸 2.4m

平成30年 台風24号 199㎜ /12hr 2戸 0戸 2戸 1.1m

４．浸水の原因

　曽立地区の地形は、山地と北川堤防により囲まれており、山地と地区内に降った雨は曽立地区内

を流れる曽立谷川を経由して、北川本川へ排水されています。降雨により、北川本川の河川水位が

上昇すると、本川からの河川水の逆流を防止するため、曽立谷川流末に設置している熊田樋門を閉

じる必要があります。曽立谷川沿いには堤防がないため、その結果、曽立谷川の河川水が北川本川

に排水されずに地区内に溢れ出すという、内水氾濫が生じることで、浸水被害が発生しています。

北 川 町 曽 立 地 区 浸 水 対 策 事 業 の 概 要

　　近年、大型化する台風や線状降水帯が頻繁に発生しており、それらに起因する氾濫・浸水に対
　して、曽立谷川に堤防を整備するとともに、ポンプの設置等により地区内の排水を迅速に行うこ
　とで家屋や事業所への浸水被害を無くすことを目的としています。

気 象

　注1) 平成9年は、北川堤防が未完成であったため、外水氾濫が生じている。 

　注2) 平成16年の被害状況は、浸水被害のみでなく渓流部で土砂崩壊が発生し、
　　 　河道閉塞による氾濫水が曽立地区に流れ込み浸水した戸数を含んでいる。
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事業箇所位置図
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５．平成２８年台風１６号浸水実績範囲

　平成28年9月に襲来した台風16号の際の浸水範囲を下図に示します。
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 ◆浸水実績

　◉床上浸水　：住居3戸 非住居10戸

　◉床下浸水　：住居4戸 非住居  0戸

　◉浸水面積　：７４,０００ｍ
2

　◉最大浸水深：２３０㎝

◉湛水位：TP+16.4ｍ
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６．対策工法の検討について

　対策工法については、曽立地区で実施可能である下表の３工法の中から、対策の効果や経済性を

考慮し、どの工法が最も良いか検討しました。その結果、「①築堤方式による整備」が当地区では

最適な工法であるとの結果となりました。

　計画の図面（案）については4ページを、対策後の浸水想定範囲については5ページをご覧下さい。

７．整備概要

(１)築堤関連

　堤 防 設 置 工 ： Ｌ = ３９０ ｍ　（ 土堤 Ｌ = ２００ｍ　　特殊堤 Ｌ = １９０ ｍ ）

　市 道 付 替 工 ： Ｌ = １６０ ｍ

　橋 梁 架 替 工 ： Ｎ = １橋

　付 帯 工　　　： Ｎ = １式

　本 工 事 費　　約４億８千万円（用地補償や家屋移転費含む）

　なお、これらについては現時点での計画であり、今後、詳細設計を進めることで変更となること

もあります。

(２)ポンプ関連

　ポ ン プ 設 置 工 ： N = ２基

　堤防設置に加え、内水用排水ポンプ設置を計画していますが、規格や規模、費用面に

ついては、今後詳細な設計を行い決定します。そのため、上記本工事費にはポンプ設置の費用は

含まれておりませんが、現段階で、内水用排水ポンプについては、2基設置する計画としており

ます。

８．今後のスケジュール

　令和２年度までに測量・調査・設計を完了させ、令和３年度から用地買収・家屋等移転と並行

して対策工事に着手し、令和５年度までの3ヶ年で完成を目指しております。

　今後、事業を進めるにあたり、地域の皆様との協議を丁寧に行い、要望事項への対応や課題

解決に取り組んでまいります。
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※ 過去、浸水被害が発生した台風時にはいずれも北川の計画高水位を上回る水位が観測されている。

R1 R2 R3 R4 R5

地質調査、詳細設計（堤防・道路・橋梁）

用地測量・家屋等調査・土地調査

用地買収・家屋等移転

対策工事

工事費 維持管理費

① 築堤方式による整備

　曽立谷川に新たに堤防を設置す
ることで、北川本川の水位が上昇
した場合でも熊田樋門を閉鎖せず
に山水の排水を行うことができ
る。

中 小

　家屋や事業所の浸水被害は無くな
る。
　地盤の低い道路や農地については
浸水するが、内水用排水ポンプで対
応できる。

○

② 排水機場の設置
　曽立谷川の流末に排水機場を設
置し、溜まった内水をポンプにて
強制的に排水する。

大 大

　排水能力3m3/sのポンプを設置する
ことで、家屋や事業所の浸水被害は
無くなる。ただし、北川本川が計画
高水位を越えた場合、ポンプを停止
しなければならないため、その場
合、浸水被害が発生する恐れが高ま
る。

△

③ 山水の分離

　国道10号に新たに排水路を設置
することで、背後山地からの山水
を集水し曽立地区内に流入するこ
とがないよう北川本川へ排水す
る。

小 小
　山水の集水可能な範囲がわずかで
あるため、家屋や事業所の浸水被害
は無くならない。

×

評価対策工法 工法の概要 対策の効果
経済性
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※ 堤防の高さは北川本川の堤防と同じ高さで計画しております。

① ②

国道10号

北川郵便局

至 延岡

完成イメージ図（特殊堤区間） ②

北川

曽立谷川

熊田樋門

国道10号

完成イメージ図（土堤区間）

至 延岡

①



-5-

14K800R

15K000R

駐車帯

プール

23.01

21.55

体育館

熊田警報局

量水標

警報サイレン

正岡営林署
北川支所

井本土木工業

Ａコープ
北川店

ＪＡ延岡
北川支店

く
ま
た
保
育
園

川内神社

延岡市
北川支所

北川町漁業組合

熊田

北川町
ボランティアセンター

北
川
町
多
目
的

研
修
集
会
施
設

消
波
ブ
ロ
ッ
ク

北川中学校

曽
立
谷
川

北川
駐在所

社会福祉協議会

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1.98

19.69

12.1

12.4

14.1

17.8

17.5

18.9

18.7

18.6

14.8

17.8

17.0

15.1

18.2

18.7

22.0

20.6

30

40

35

50

65

50

15

52.2

37.7

61.6

43.3

16.2

16.1 16.0

16.0

15.815.9

15.9

15.9

15.9

15.7

17.9

17.8

18.0

18.2

18.1

18.2

13.3

13
.3

13
.2

13.2

12
.9

12
.9

10.3

10.3

10.3

10.3

10.8

9.6

10.5

10.8

18.4

17.8

17.3

16.4

17.0

16.5

16.4

16.3

16.3

16.3 16.3

16.6

16.6

16.9

16.7

16.1

16.2

16.2

16.2

16.1

16.2

16.2

16.2

16.2

16.2

16.6

16.3

16.2

17.6
16.5

19.2 22.1
19.6

16.4

16.9

29.4

22.0
22.8

23.6

24.2

23.8

20.9

25.4

12.6

12.4

12.9

12.9

10.1

9.7

9.7

14.0

14.0

17.5

17.5

17.7

18.7

15.9

17.2

17.2

14.9

15.1

17.0

17.6

15.6

16.8

15.7
15.7

15.7

15.6

15.6

17.5

17.315.4

15.4

15.6
15.6

15.6

15.6

15.6

14.9

14.4

16.6

16.6

16.6

16.3

16.9

14.1
14.1

14.1

14.4

15.6

15.8

15.7

16.9

16.0

16.3

17.7

17.7

15.8

17.9

17.7

19.7

18.1

19.0

26.2

20.5

19.5

28.3

17.3
16.9

16.8

18.2

18.6

21.4

19.0

17.4

17.8

16.8

17.2

18.2

17.7

17.5

30.5

17.2

16.8

16.5

15.816.0

17.4

16.3

16.8

16.8

16.4

16.2

17.8

17.717.7

17.8

16.5

16.4

25.2

9

10

20

30

25

30

40

30

35

15

10

41.7

41.8

31.1

30

25

45

30

35

30

熊
田
橋

永
代

橋

至
大
分

至 三重

H=17.323

H=17.513

T.1

駐 G

G駐

T.2

BM.1

BM.2

T.4

T.5

BM.3

量水標 15.70

15.66

（7m表示地点高）

（7m表示地点高）

量水標

NO.0-35.4

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.7

NO.8+40
NO.8+40R

NO.8+45.9

NO.7+40.4

H=14.790

H=15.715

H=18.758

234K400

9
58
2

5809

6174
1509

50
4

71
67

5
05

14.58

16.73

14.24

14.16

15.34

14.23

14.78

14.22

14.84

14.9414.93

14.16

14.86
14.85

14.90

14.99
14.75

15.02 14.94

14.98

14.93

14.92
15.99

15.97
16.69

14.90

15.29

15.28
15.42

曽
立
谷
川

16.28

16.09

17.0

駐車場

北川

北川
郵便局

老人保護施設
螢邑苑

北川

北川町肉用牛

管理センター

北川町中央
公民館

熊田樋門

234K040

23
4K

10
0

2
34

K2
00

23
4K

30
0

234K400

234K500

234K600

234K700

234K800

国
道

1
0
号

国道10
号

19.9

19.3

18.6

16.4

4405

15.5

NO.6

NO.5+45
T.3

15.6

15.5

NO.5

15.5
18.4

NO.4+13.9
15.0

14.9

1
4
.
9

14.96
14.90

15.05

14.95

16.46

14.90

14.90

市道曽立屋形原線
17.3

4
53

8

16.0

15.9

16.2

16.2

16.1

15.6

15.6

15.6

15.2

15.6

15.5

曽立地区

美容
室

衣料
品店

市倉庫

病院

診療所

民家

民家

民家

民家

美容室

曽立樋門

0m 50m 100m

解析条件：平成28年台風16号雨型ベース

◆北川本川

◉堤 防 高 ：TP+17.42m

◉北川計画高水位：TP+16.22m

◆曽立谷川計画

◉計 画 堤 防 高 ：TP+17.42m

◆予測解析結果

◉浸水家屋 ：0戸

◉浸水面積 ：15,500ｍ2

◉最大浸水深 ：90㎝

※ 浸水被害想定範囲は内水用排水ポンプ未

設置の場合です。今後、内水用排水ポンプに

ついて、詳細な設計を行い、浸水箇所が無く

なるよう計画を行います。

整備後の浸水被害想定範囲

内水用排水ポンプ設置予定位置


